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1	 はじめに 
	 近年, 周囲環境に着目した地域資源の発見に関する
研究が行われている. 田中ら [1] は, ユーザ周辺の地図
を消すことで観光における周囲環境とのふれあいや偶
然の発見を促すナビゲーションシステムを開発した. 
しかし, このシステムは観光客を主なユーザとしてい
る. 地域住民がその地域の自然や風景に着目すること
でもまた, 今まで気づかなかった地域の再発見となる
ことが考えられる. さらにその再発見が, 地域の活性化
に繋がることが考えられる.  

Kinoshitaら [2] は, 旅行先での街歩きを対象として
情報の削減や曖昧なナビゲーションによって, 旅行者
の視線を周囲の環境へ誘導することで, 新たな発見や
体験へと繋げるシステムを提案した. McGookinら [3] 
は, 位置情報をもとに落書きを物理面上に表示するシ
ステムを提案し, 落書きの特性を生かして地域資源に
目を向けさせる枠組みづくりを行った.  
	 本研究では, ユーザの行動に合わせて, 地域の風景の
ナビゲーションを行うシステムを開発する. その際に, 
ユーザへの情報を削減および曖昧にすることで周囲の

環境に目を向けさせ, ユーザに再発見を促す． 
2	 散策支援ナビゲーションシステム  
2.1	 システム概要 
本研究では, 住み慣れた地域における再発見を促すた
め,  図1のようなネコをメタファとして用いた散策支
援ナビゲーションシステムを開発した. ネコは自由気
ままに散歩する習性や人間の行動に合わせて行動を変
える習性をもっている [4]．ネコの自由気ままに散歩
する習性を「ネコの移動方法」に利用し, 人間の行動
に合わせて行動を変える習性を「ユーザの行動に合わ
せたネコの行動制御」というかたちで本システムに利
用した. システムはスマートフォン上に実装し, スマー
トフォンのGPS機能を利用して, 毎秒1回ユーザの位置
情報を取得する. その位置情報をもとに0 km/h ～ 8.0 
km/h の速さで図1(a)のようなマップ画面上をネコが
足跡を残しながら移動する. マップにはユーザの現在
地とネコ, ネコが歩いた場所の足跡が表示されており, 
ユーザが頻繁に通る道の近くから, ストリートビュー
写真をネコの足跡の位置情報をもとに1日 大5枚取得
し, 写真を提示する. ネコが取得してきた写真を見るこ
とで, また, マップ画面上のネコの足跡を参考に, その
写真の場所へ実際に足を運ばせることで地域の風景に
目を向けさせ再発見を促す.	   
 
 
 
 
 

 
 
 

2.2	 機能 
2.2.1	 ストリートビューの提示 
ストリートビュー写真は, ネコが足跡を残した際に, 

その足跡と取得したユーザの位置情報のログ全ての組

み合わせに対して距離を計算し, その距離が50 m 以内
となる組み合わせがあった場合に, その位置情報から
写真を取得する, というアルゴリズムで選択される. 写
真を取得すると, 図1(b)のようにトースト通知が送ら
れてくる. この後, 画面右上にあるメニューボタンを押
下すると図１(c)のような履歴画面が表示され, リスト
をタップすることで写真の閲覧が可能である. このよ
うな流れで写真を閲覧し, 風景に関してユーザに発見
を促す. さらに, 写真の位置情報はあえてユーザから隠
し, 実際にその風景を探すきっかけを作る. また, 履歴
画面内には, 写真ごとに年月日と何枚目の写真である
か, チェックボックスが紐付けられている. このチェッ
クボックスには, 写真が取得された位置の10 m以内に
ユーザが入るとチェックが付くようになっている. こ
れにより, それぞれの場所を通過したことに対する意
識を持たせ, 外出の際に周囲の環境に目を向けさせる.  
2.2.2	 ネコの行動範囲と行動速度 
	 システムは, 時間帯に応じてネコの行動範囲と行動
速度を制御する. 制御に用いた行動スケジュールを表1
に示す. 行動スケジュールは人間に飼われているネコ
の体内時計 [4] を考慮して設計した. ネコは0〜6時の
間は行動せず, 6〜18時の間でユーザの近くをのんびり
行動し, 18〜0時の間でユーザから離れた場所まで活発
に行動する. これにより, ユーザが外を出歩く時間帯は
ユーザが通る道の脇道の写真をネコが提示することで,  
普段見ている風景とは異なる自然や道, 建物に目を向
けさせる. また, 比較的自宅にいる場合が多い夜間には
ユーザから少し離れた場所の写真も提示することで, 
普段通らない風景に目を向けさせる. これらの写真を
見ることによる再発見を促し, ユーザに後日写真の場 
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(a)マップ画面	 	 	 (b)写真通知画面	 	 	 	 (c)履歴画面	 
	 

	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 図 1.	 システム画面.	 
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